
Title 動物の両眼間転移について
Sub Title A review of interocular transfer in animals
Author 大日向, 達子(Ohinata, Satoko)

Publisher 慶應義塾大学大学院社会学研究科
Publication year 1962

Jtitle 慶応義塾大学大学院社会学研究科紀要 : 社会学心理学教育学 (Studies in sociology,
psychology and education). No.1 (1962. ) ,p.1- 10 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論文
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00069

57X-00000001-0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その
権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic
societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the
Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


8．

◆

動 物の両眼間転移について
AReviewoflnterocularTransferinAnimals

一側の目にあたえられた視覚刺激が他側の目に

よって確認されるだろうか。この疑問について

Becher，Ｅ､（１）が人間被験者にそれを認めたのは

1911年であったハ以来これはinteroculartra‐

nsferの問題として扱われ，人間被験者及び動物

についての多くの研究となって現れた。interoc‐

ｕｌａｒとは辞典(48)によればｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅｅｙｅｓと

ある。これを末梢，中枢を含めた意味の上で“両

眼問'’とよぶならば，interoculartransferを

"両眼間転移'，と邦訳し，一眼の訓練の他眼の訓

練への転移と解釈することが出来る。

一般に両眼間転移に関する研究は恥眼訓練

(monoculartraining）を以て始め，次いで未訓

練眼による先行訓練のテストを行い，先行単眼訓

練の結果としての行動の変化を観察するという方

法がとられている。こムに完全転移から不完全転

移にわたる行動の諸相が観察され心理学的関心事

となって来た。即ち両眼間転移の現象は視覚に関

する刺激等価の研究の側面から，又この現象と視

覚神経機構の理論との関係という観点から分析が

展開されたのである。筆者はこＬに動物に関する

資料をあつめこの種の研究の従来の経過を概観す

ることを本稿の目的とした。

行動の機制の分析において中枢神経構造の相互

関係を知ることは最も重要なことである。そこで

は中枢神経系統の構造の型が行動機制の体制の基

礎であるとみなされる。しかしながら現在の解剖

大日向達子
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学的分析は未だ行動機制を明らかにする程に充分

な知識をこれにあたえてはいない。我蒋が現在の

生理学的知識にもとづいて神経的機制の局面から

行動の分析を試みようとする時，心理学的事象が

特定の神経路と常に結びついているとは考えられ

ない事実に当面する。例えば特定の事象に対する

記憶痕跡が大脳皮質の具体的な領域に局在すると

は思われないし，従ってその痕跡が個々の神経要

素の特徴を示す結果であるとも考えられない。

すでにLashley，Ｋ・Ｓ.(17）は１９２４年，神経

路の非特殊性（cOmmoncentralconnection）に

ついての見解を明らかにした。彼によれば身体の

一部に形成された運動反応が物理的に異なる身体

の部分へも転移されるという｡即ち原学習で連合

されたとは思われない運動神経の活動が仮定さ

れ，そこにLashlyは神経路の非特殊性を想定し

たのである。

LasheyはかＬる榊想のもとに視覚に関する刺

激等価（theequivarenceofstimuli）の問題を

扱った。１９２９年<18)，彼は白ねずみの目かくしし

た一方の目に二つの明暗弁別刺激をあたえて訓練

したのち，目かくしを訓練眼に移して未訓練眼の

テストを行い明暗弁別学習の両眼間転移を見'1'，

した”この際に脳の視覚領域を脳梁（corpusca‐

llosum）の切断という方法で分離したが転移に積

極的な負の効果をあたえなかったという。この研

究の素地にもとづいて動物の両眼間転移の問題が
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後年大きな展開を示す運びとなって来た。この展

開を筆者は三部に分けて以下に述べてみようと計

画した。

Ｉ主として鳥類，魚類に関する研究

（鳩，熟，ringdove，金魚，鮒）

Lashleyの援助のもとにあったLevine，』.(３４〕

はねずみを使用して上述のLashleyの実験と類似

の実験を行った。先ず視覚神経交叉(opticchias‐

ｍａ)の交叉線維を切断したのち一方の日の弁別学

習を他方の目でテストした。交叉線維の切断によ

り右目からの線維は脳の左側にのみ，左日からの

線維は脳の右側にのみつながることになり，Lev‐

ineのねずみは弁別学神の完全保持，即ち両眼間

転移を示したのである。彼はLashley及び自身

の結果にもとづいて網膜の特殊な神経要素の興奮

が等価反応惹起に本質的な条件とならないことを

ねずみにおいて仮定した”しかし乍ら神経路の非

特殊性がねずみの如き､甫乳動物の視覚器の解剖学

的構造と結びついてのみ観察されるのだろうか。

二つの網膜から交叉神経のみをもつ例えば鳥類に

神経路の非特殊性が認められるのだらうか。

Levineは鳩を用いてこの疑問の上に立った『

そして１９４５年に二締，１９５２年に一篇の報告が

ある。これより先，Beritov，１．，＆Chichinad‐

ze，Ｎ､(3)(3)及びK6hler,Ｗ､<16)はそれぞれ鳩及

び鶏を用いて両眼間転移の事実を吟味した。Ber‐

itov，＆Chichinadzeによれば色の弁別学習を

一眼で形成した鳩について他眼の転移反応を認め

ることが出来なかった｡これに反しK6hlerの鶏

は明暗弁別学習の両眼'''1転移を示したという。両

眼間転移の生起は哨乳動物と鳥類の差によるのか

という問題に加えて，烏の種類の間の差によるの

か，更に形成された分化反応の種類によるのであ

るかという新しい問題がそこに生じたのである。

１９４５年，Levine(23）は回転式とまり木からの

強制跳躍事態による川実験を計画した”円と三角

形，正立三角形と倒立三角形を弁別刺激として使

用したが四実験の結果から判明した点は，１）単

眼で学習した弁別習慣の他眼への転移が認められ

ぬこと。２）一眼で学科したのち同じ粋慣を他眼

で学稗する際に試行回数の節約が認められぬこと

3）一眼で一弁別習慣を形成したのち他眼でその

逆学群を行うと，即ち原学羽と葛藤する剛貫の穫

得に学習の遅延や胴乱の認められぬこと。４）二

眼で学習したあと一眼づＬのテストを行うと，一

眼では弁別は殆んど完全に認められるが他眼で完

全に失敗するという様な事柄であった。Levine

は印｝'の実験条件下で両眼間転移を認めることが

出来なかった。そしてこの実験を通じて発見され

た二つの目の機能の独立性を鳩において両眼間転

移を生ぜしめない理由として結論したのである。

解剖学的，生理学的知見によれば鳩には共感瞳孔

反射(37)(7)(COnSenSUalPUPillaryreSPOnSe）が認

められず，瞬目や目の連動(37)（７）（OCUlarmOVe‐

ment）もそれぞれの月において独立であるとい

う。

続いてLevine(25)は1945年，鳩の両眼間転移

の生起の可変性についての涜料を提出した。彼は

Beritov,＆Chichinadze及びK6hlerの実験条件

を分析して，Beritov,＆Chichinadzeからは垂直

な刺激呈示面を，K6hlerからは水平な刺激呈示

面という異なる実験亦態を抽出し，これらが両眼

間転移を規定する条件であるか否かを床上の穀粒

のペツキング及び跳躍台による二方法をもって鳩

と鶏について吟味した。水平刺激呈示面によるペ

ツキソグ事態では，叩ちK6hlerに類似のいくつ

かの事態では両眼間娠移の事実が明瞭となって来

た。他方跳躍台による刺激呈示面の事態からは眼

下に刺激を定位した場合にのみ転移を認めること

が出来たのである。叩ちこＬに網膜上の刺激位置

と両眼間転移との関係が判明し、従ってこの転移

の生起の可変性は分化反応の型や,鳥の種によるの

ではなくて，刺激される網膜領域の差異から規定

されるものと思われた。実験の結果は噴下（sub‐

rostral）に刺激を定位し側頭側上部網膜（upper

temporalretina）を刺激する場合には転移が認

められたが,職上(anterostral)に刺激を定位して

側頭側下部網膜(lowertemporolretina)を刺激

する場合Iこは転移を認めることがＷ,来なかった。

Levineのこの興味深い現象についてMorgan，

C、Ｔ､，＆Steller，Ｅ､<33)は視野に同定された対
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象の位置が両眼野（binocularfield）にある時転

移が生じ，単眼野（monocularfield）におちる

:時には転移を生ぜしめぬものと述べている。即ち

両眼野の刺激は二つの上丘（superiorcolliculi）

と結びついて交連組織との関連を生ずるものと思

われる。且ってLcvinec』2）は丘交連（collicular

commissure）を切断した鳩では普通には鳩にお

いて両眼間転移を認めうる条件下でこれを認めえ

ないことを報告した。従って鳩の丘交連と両眼間

転移との関係は今後の研究課題として残されてい

る。

浦乳類において成立する両眼間の視覚料慣の保

排をLashley及びBechcrはそれが特定の仲経

路に依存するものとは考えず，叉記憶痕跡が中枢

神経系統の特定の部分に局在するとも考えない。

LevineはⅡ甫乳類における両眼問の機能的等価を

商度に発達した皮質領の特徴としての統合（inte‐

gration）によるものであるという兄解をとった

が，これはTalbot，Ｓ、Ａ、＆Marshal１，Ｗ．

Ｈ・(59）及びLorente，ｄｅＮｏ，Ｒ・(38）らの研究を

背景としたものである＝一方鳥とⅡ甫乳類との間に

は視覚系統の解剖学的機構の著しい差が認めら

れ，特に鳥においては皮蘭が視覚に重要な役割を

演じているとはみなされない(30)。しかし乍ら鳩

においては網膜の一定領城内の事象という制限の

もとでは機能の等価が認められ，両眼間転移の成

立することが明らかとなって来た。

１９５２年，LevinecI6）は両眼間転移の生起を規

定すると仮定された網膜上の刺激位置について再

び実験を計画した。円及び三角形，緑色及び赤色

刺激を跳躍台に水平或は垂直呈示して調べた結

果，水平呈示面ではI伝移が認められたが垂『〔呈示

而ではこれを認めることが出来なかった。又目か

くしのない鳩においても結果は同様であり，目か

くしが弁別の保持を決定する要因ではなかったこ

とが判明した。階下位置から階上位置への刺激呈

示面の変化を一眼から他|鵬へとあたえた場合には

弁別の暖昧な結果をもたらし，これが一眼のみに

おけるテストの場合にも同様な結果を生じたので

ある。従って鳩においては特定の網膜領域で二眼

の機能の等価が認められるのであるが，人間被験

者において観察される様な意味での全的な等価と

は異っていた。叉一眼の網膜髄域においても機能

の非連続性が刷哨である。こムにおいてLevine

は鳥に関する限り視覚弁別の記憶痕跡は中枢神経

系統の特殊な場所に限定されるものと結論した。

彼は叉顕微鏡的分析の保証はないが脳の異なる部

分を破壊した鳩の手術前の弁別習慣の両眼間転移

が認められぬ点から，この場合には手術によって

二つの目の間の特定の神経路が破壊されたものと

みなしている｡

鳥の視覚の解剖学的特徴は視神経交叉点での完

全交叉ということであり，右Ｈからの視索(optic

tract）のすべての線紺は左の中脳蓋（tectu、）

との関連をもち，左目からの線維は右の''１脳蓋と

の関迎を荷っている。刺激された目の網膜像が同

側の脳の視覚領域を刺激するための神経路は未知

であり，両眼間転移の研究対象として特に鳥類は

興味深い対象となっている。このことがLevine

以来鳥類をこの種の研究に用いた由縁であるとみ

なされろ。

１９５２年及び1953年，Siegel，Ａ，Ｉ.(50)(5'）は

ringdoveを使用してLashley(3'）の知蒐理論及

びHebb,，.Ｏ・(３２)の位相連鎖*(phase-sequence

theory）の検討という観点から実験を行った。

Ｈｅｂｂによれば‘鳥における両眼Ⅲl賑移は実験前の

知覚学習に依存する位相連鎖とよばれる脳内通路

の成立に依存するものと考える，一方Lashley

は特定の皮質の実験前の関与が視覚学習の転移の

必須条件であるとは認めないSiegelは円と三

角形の弁別訓練のテストから結果の分析を行った

のであるがこれに先立ち，生後被験体から形の知

覚を剥奪するという飼養条件を起用して，これと

正常な照明条件下で飼養されたものとの結果の比

較を行った。生後形の知覚の経験をもたない烏で

はＨｅｂｂの理論からは０％の此《移が，Lashley

の理論からは100％の転移が予想されることにな

る。１９５３年，Sicgel(５１)(52）は従来行われていた

Hebb('１）流のものにRiesen，Ａ・(44)の知見を加

えて形態知覚の剥奪条件を構成した。即ち光の波

長の全域を透過するが形態の知覚を全く阻止する

＊白井常氏の訳による（行動の機構，岩波蒋店）

１
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様なビニール製帽子を作製し，生後間もない鳥に

被せて，一般的な目の発達を阻止することのない

剥奪条件を構成したのである。修飾Lashley式跳

躍台によりこ上でもLevineの網膜上部を刺激す

るという方法がとられている。その結果，正常な

飼育条件下の烏は完全に近い転移を示したのであ

るが，形態知覚の剥奪条件群では部分的転移が認

められた。更に一眼の学習の両眼によるテストに

際し剥奪群の完全転移の観察されたことを明らか

にして，SiegelはＨｅｂｂの理論に大きな関心を

寄せながらも転移度に関し二つの理論が共に実験

のすべての事実を予想しえないことを見出した。

彼は正常飼育群と剥奪飼育群の間に見られる転移

度の差について，知覚の発達が知覚一.運動経験

(perceptual-motorexperience）に依存するもの

であるという彼の仮説にもとづいて，これを剥奪

のもたらした発達段階の差(53)であると考えた。

同じく,鳥類である鶏について1957年,Menkha‐

us，Ｉ.(錘）は単純学押の移調実験を行った。大き

な函の中に設けられた金網製弁別函による同時弁

別事態でまず十字形と円，三角形と十字形，細縞

と太縞の弁別学習を行った。訓練図形の変化図形

による移調テストを行ったが，訓練眼のテストに

際して原刺激や半部分図形や90。までの回転図形

に対する移調が観察されている。彼は又積極刺激

と消極刺激の刺激価を調べたが，積極刺激は類似

度の低い刺激との対･呈示ではより多く選択され，

類似度の高いものとの対呈示では選択の減少のみ

られたことを報告した。

すでにのべた様に鳥類はその視覚神経機構の上

から両眼間転移の研究にすぐれた対象であること

が認められているが，有骨魚類も又神経構築上の

点から格好な対象と認めねばならない。即ち魚類

においては視神経は完全交叉し，交連線維束とみ

なされる脳梁をもっていない。従って二つの異な

る一次的末梢的受容器官が学習経験の間に如何に

して共通な反応をもちうるかという問題に対し，

転移の神経的中介を鳥類と似た観点から分析する

ことが出来る。

１９５４年，McCleary，Ｒ、Ａ､<29》は眼脆にプラ

スチック製アイカップ（eyecup）を取付けた金

魚に三選択点弁別課題をあたえて完全な両眼間転

移を報告し，転移が中介される神経路の存在を推

論した。

一方Schulte,Ａ・(49)は1957年，ナイロン製シ

ャツ（Nylonhemdchen）の着用によって片目の

使用を統制された鮒における転移及び移調実験を

さまざまな幾何学図形を用いて計画した。Ｓper‐

ry，Ｒ,Ｗ､，＆Clark，Ｅ・(54）の研究の追試の意

味から，習得した刺激での転移テストが行われた

がこの場合にはテストをうけた多くの魚が安定し

た転移を示している。両眼間転移を原刺激のみな

らず汎化刺激にも認めることが出来るだらうか。

SchulteはHerter，Ｋ・らく'4)('0)(８１)(9)の魚の移調

能力についての資料を参考として選んだ移調刺激

のすべてに両眼間転移を期待しえぬことを見出し

た。しかし乍ら鮒において相対弁別が可能であ

り，移調はテスト刺激の変容度（困難性の増大を

予想）に依存することが判明した。即ち訓練図形

の変化が微細であって原形が保たれている程度に

従ったのである．彼は又一眼で弁別形成後他眼で

同一刺激の逆学習一・葛藤習慣の形成一・をあた

えそれぞれの目をテストしたが，鮒は学習眼で学

んだ古いものを選択するのでもなく反対眼で学ん

だ新しいものを選択するのでもなかった。しかし

乍らLevineの鳩では二つの目にそれぞれ異なる

課題をあたえたあと二つの課題の保持を示し，二

つの目に機能の独立性の認められる場合のあった

ことは前述の如くである。Schulteの鮒の単眼訓

練において他眼への転移は実験条件に依存して生

じたが，訓練眼と対側の半球から訓練眼と同側の

半球への刺激中継一連合一･が魚にも存在する

ことを示している。この連合は一般にはいくつか

の既知及び未知の交連線維によるものとみなされ

るが，この刺激中継の効果が左右半球において完

全等価を示さなかったことは実験結果の上から明

らかである。

Ⅱ浦乳類に関する研究(チンパンジー，

猫，ねずみ）

Lashley及び初期のLevineの研究はﾛ甫乳類

としてのねずみを研究対象として扱ったが，１９５０
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年代は高等ﾛ甫乳動物としての類人猿や特に猫に関

する一連の研究が目立っている。二つの網膜から

の線維の一部は視神経交叉を経て対側の半球へ，

他の一部は同側の半球に投射され，交連線維束と

しての脳梁を具えていることがこれら動物の解剖

学I杓特徴とみなされる。Riesen，Ａ、Ｈ・らは1953

年以降両眼間転移の個体発生論的一連研究を行っ

た。

1953年,Riesen,A､H､,Kurke,Ｍ・I.,&

MeUinger，Ｊ，Ｃ・(46)は猫を生後開眼前に暗室に

入れて養い１４週で目に光をあたえるため帽子を

被せて一日３０分，一眼に拡散光（diffuselight，

形態知覚の経験を阻止する）を照射した。これら

の猫を約２０週から幾何学図形，縞の方向，明る

さ弁別等の単眼訓練を修飾Yerkes-Watsonbox

を用いてあたえたのち転移テストを行った。IlIlI子

を使用して形態知覚が極端に制限されていた動物

は両眼間転移を示さなかったという。

又Ｃｈｏｗ，Ｋ、Ｌ､，＆Nissen，Ｈ，Ｗ,(8)は1955

年，１才未満のチンパンジーの一Ⅲ↓に拡散光を覆

われた目を通し一日１．５時間照射して飼育したの

ち，他眼による学習を行い始めに覆われていた日

によるテストの結果，形の学習の娠移が認められ

ないことを報告した、

１９５６年，Riesen，Ａ、Ｈ､，＆Mellinger，』．

C・(47）も猫を生後暗室で飼育し３ケ月後に双方の

目にそれぞれ一日１時間づＬ正常光（形の知覚を

許す）をあたえる群と一方の目に拡散光，他方の

目に正常光を同じく１時間づムあたえる群を準備

した。幾何学図形や縞の方向弁別学習の両眼間転

移をテストした結果，実験前に双方の目に正常光

をあたえられた群では平均して９５％の正反応を

生じたが，片方に拡散光をあたえられた群では正

常光経験をもった目の学習の形態視経験をもたな

い日への転移は５５％にしかすぎなかったとい

う。彼らはこれら一連の研究によって動物の初期

の発達を通じて得られた形態知覚の経験が二つの

目の完全な機能的等価の発達の前提条件であるこ

とを実証したのである。

1959年,Riesen,A､H､,&Aarons,L､(45)

は更に研究をおし進めて生来的な知覚過程である

といわれる事物の連動の弁別や叉より低い段階の

知覚過程とみなされている明るさの強度弁別の両

眼間転移が形態知覚の初期経験のない猫について

観察されるか否かをテストした『－１１１時間の拡

散光の照明により形態知覚を縮減された群やつな

がれて運動の出来ない状態で１時間の正常光経験

をもった動物では事物の逆動の弁別を形成するこ

とが出来なかった。しかし１時間だけ視覚一運動

経験（visual､motorexperience）をあたえられ

た動物や正常の条件下に飼育された動物では連動

の弁別が形成されたということである｡従って弁

別が形成された群においてのみ転移テストが試み

られたが，これらの動物は運動の弁別の両眼間1防

移によい結果をもたらしたという。叉明るさの強

度弁別のテストでは上述の飼育条件に関係なく両

|恨間移賑が示されている．

目にあたえられた視覚刺激の巾枢における帰結

を後頭皮質まで跡づけて観察することは非術に困

難である故に目の機能の等価についての理論は未

だ非常に思弁的である．しかしﾉドらRiesenらの

研究は二つの目の同時経験の発達が二つの目の機

能の等価を作り上げるものであることを明らかに

した。正常照明下にあってはさまざまな形の認知

や事物の凝視,目の通勤を生じ,それがＨｅｂｂの細

胞集成体*(cell-assembly）に相応するsensory‐

sensoryintegrationを保証するものであると

Riesenらは考えた。更に感覚一連動機制（sen‐

sorv-motormechanism）も叉中枢神経系統の

視覚一運動路（visuo-motorpathway）の解発に

よって発達するものとみなしている。

二つの目の機能の等{,Ｉｉ及び脳の左右両半球の神

経生理学的等価に関する仮説をより積極的な方法

で解|ﾘlしようという試みが一巡の解剖学的研究と

なって現れた。これは早くはLashleyらによっ

ても扱われたことがらであるが，視神経交叉や脳

梁の機能が両眼間転移にあたえる影響という観点

から視覚中枢機構の理解のためになされたのであ

る。こＬでも又猫が使用されている．

Myers，Ｒ、Ｅ・(38)は１９５５年，網膜からの線

維を交叉点で外科的に切断し，目から同側に投射

＊白井常氏の訳による．（行動の機構，岩波詩店）
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する線維だけを残してこれが網膜刺激を中枢神経

構造へ伝達する様な手術をほどこした。この様に

視神経交叉の切断された猫の単眼にあたえた単純

な形態弁別学習の未訓練眼テストの結果は同じ反

応のすぐれた転移を示している。この様な条件下

での対側再生にMyersは大脳半球間の視覚経験

の交換を認めたのである。

続いてMyers，Ｒ、Ｅ・(39>は１９５６年，前実験

と同様な単純な形態刺激による単眼訓練に先立っ

て交叉視神経と脳梁を両半球間で分割するという

手術を行ったがこの様な猫では対側再生を示さぬ

ことを報告し，両眼間転移における脳梁の重要性

を明らかにした。同年の彼の報告(40)によれば脳

梁の後半部（posteriorhalf）が特にこの種の転

移に大きく関与しているという。

Sperry，Ｒ、Ｗ､，Ｓｔａｍｍ，』．Ｓ､，＆Miner，

Ｎ・(55）は１９５６年，同じく視神経交叉と脳梁を切

断した猫に形態弁別学稗をあたえ，一眼で学習さ

れた課題の他眼による再学習の節約率の比較を行

った。結果は再学習の節約率が小さかったので，

従って転移を認めることは出来なかったが反応の

自動化の水準まで過剰学羽をあたえるという様な

条件下では両眼'''11|転移の可能性を認めうるかも知

れないという。この実験の結果同じ動物の左右半

球の学習曲線はその型の特徴がそれぞれの個体に

おいて非常迄よく似ていたということは興味深い

ことである。一眼の学習後他眼の再学習の節約率

が小さかったという点につき，この条件下では学

習や記憶が左右半球において独立に進行するもの

であるという結論をSperryらはあたえている。

これら研究の成果は次には脳梁の機能の限界を

求めるための実験へと発展して行った。Myers，

Ｒ、Ｅ・(４１〕及びMyers，Ｒ、Ｅ､，＆Sperry，Ｒ、

Ｗ・(43)は１９５７年，及び１９５８年，困難度の異な

る視覚弁別課題の学習の保持をテストする研究に

おいて脳梁を通過して行く感性的刺激の半球間伝

進に際しmnemoniccarryoverの存在を認めた

が，これは困難な弁別学習を成立させるには充分

な力をもたないことを報告した。

その後更にMyers，Ｒ、Ｅ､<4”は１９５９年，脳

の両半球間の伝達の効果を調べるために視神経交
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叉を切断した猫の両眼にそれぞれ葛藤する様な学

習経験をもたせるという実験を行った。一つの半

球が他の半球の問題事態でテストされた時，他の

経験からの正の効果の利用が認められなかったか

ら，一つの半球内で二つの葛藤する反応は分化し

えないものと彼は結論した。即ちこのことは脳梁

を通じて半球間に伝達される感性的通報よりも直

接の感性的経験の方がもっと力強い効果をもって

いることを示している。

一方においてこれら向眼間転移に関する解剖学

的研究によって実証された現象を身体運動弁別

(somestheticdiscrimination）に一般化して脳

梁の機能，ひいては半球間転移の機能の解明に光

をあたえようとする研究がある。Ｓｔａｍｍ,』．Ｓ､，

＆Sperry,Ｒ､Ｗ・(56)は1957年，脳梁の切断さ

れた猫の足の運動からこの実験を行った。叉Ｂｕ‐

reS，』.，＆BureSovA，Ｏ､(6)は1960年，記憶痕

跡の半球間転移の研究にLe2io'sspreadingdep‐

ression(３Ｄという方法を採用して，皮質の活動の

一時的抑圧条件下でねずみの回避弁別訓練を行っ

た。彼は一たん形成された記憶痕跡は条件反応を

行っていた際に機能していた脳の部分にのみ伝達

されるということを報告して半球間転移の研究に

新しい知識を添加した。

｜~1本においては向眼|M1転移の研究は従来一般に

少なかったが,１９５３年,小林哲郎('5)，村尾能成(37）

は猫及び鶏についてこの種の研究を行ったニ小林

は殆の視神経交叉線維をもつ猫で鶏と同様，一側

の大脳半球の記憶痕跡が他側逗移行しないことを

報告した。叉村尾は対側半球にそれぞれ葛藤する

習慣を形成する際，猫では対側半球の影響をうけ

るが鶏ではその様な影禅の認められぬことを述べ

ている。そして小林，村尾はこれらの結果を猫と

鶏の大脳構造の差に起因するものとみなしたので

ある。

ＩＩＩ１９６０年以降の研究（金魚，蛸）

こ坐に紹介されるのは四篇の論文であり，その

第一はMcCleary，Ｒ、Ａ・(30）１９６０年の報告で

ある。彼は１９５４年の金魚の研究以来，実験手統

上の問題により本来両眼間転移が生ずる様な時に
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もしはしばそれが認められない事例のあることに

注目した。従来の多くの研究は視神経交叉や脳梁

を切断するという様な解剖操作を加える場合に

も，又それを加えない場合にも事態の要求する選

択反応というかなりに複雑な反応の生起を転移の

測度として川いて来た。彼は行動事態における転

移の測度に呼吸率（heartrate）という生理学的

指標を採用して魚の呼吸という自律性反応から両

眼間転移を測定しようと試みた。回避事態におけ

る条件反応は条件刺激に対するおどろき反応又は

fear反応を伴って経過し，こＬに刺激呈示前後

に呼吸率の変化が観察される。彼は単純な視覚刺

激（明暗，魚の釣仙:の弁別）によるIul避反応を潜

時という行動折牒であらわす時，訓練やテスト中

に目かくしを使用しない状態では転移が生じ，目

かくしを行う場合には転移の認められぬ場合のあ

ることを見出した。しかし乍ら呼吸という条件自

律性反応が呼吸率の変化を以て扱われた時，目か

くしが用いられても用いられなくてもilIjlll柵転移

はたやすく認められたのである。ullち呼吸＊を指

標とする時完全なi伝移が認められるという耶芙は

訓練刺激の弁別が未訓練眼でたやすく行われたこ

とを示し，娠移の有無が行動事態の測度に依存す

る場合のあることを明らかにするものである。金

魚では感性的職移（scnsorytransfer）は存在す

るが視覚一通肋I賑移(visual-motortransfer)は

困難を伴うことがあるというのが彼の結論であっ

た。

最後の三篇はMuntz，Ｗ、Ｒ，Ａ・の蛸の両眼

間転移に関するものである。１９６１年Muntz(34）

は既述のSchulte及びMenkhausの結果を再

考慮し両眼間蛎移は訓練眼の学習度の函数である

という仮説の上に立っている。即ち訓練眼の学習

度が高ければ!|賦移も完全であり，学習度が低けれ

ばその逆を予想した。彼は幾何学形態の榊い板状

刺激を作製して|水|雌度の異なる原刺激，Ｍ１難度の

異なる汎化刺激を，訓練の異なる段階，訓練Ⅲ↓の

異なる消去段階を利用して彼の仮説の検証を回避

事態で行った。蛸の二眼の視野はわずかに重複し

ている（'3)が，事物の凝視は一眼のみに依るため

に一眼だけの視l1fに対象をあたえることが111能で

ある。目かくしを使用せず継時呈示法に従い刺激

の呈示を行ったのであるが，訓練方法については

Boycott，Ｂ，Ｂ､，＆Your９，Ｊ．Ｚ､（４）及びSuth‐

erland，Ｎ、Ｓ・(57)(58)の方法が採用されている。

そして向眼'''１１|賦移の度合は訓練眼の学習皮の函数

であるという仮説が異なる原刺激，異なる汎化刺

激，異なる学習度，異なる消去点というテストの

インデックスのすべてについて認められたのであ

る。即ち訓練眼の学習の８０％以上の学習度は未

訓練眼に同じ確実度の転移をもたらし，８０％以下

の学習度は不完全転移をもたらした。このことは

SchulteやMenkhausの魚や熱によって得ら

れた結果とも一致して彼は仮説を認めることが出

来たのである。

Muntz，Ｗ、Ｒ、Ａ・(35〕の第二論文は蛸の脳の

視葉の機能についての研究である。蛸の視葉は前

交連(ventralopticcommissure）と後交連（do‐

rsalopticcommissure）という二つの交迎によ

って連絡されているが，この交連と蛸のllIIjl鵬間転

移に重要な役割を減じていると考えられている(5)

opticalverticallobeの除去という外科的操作

から視柴の機能の肌究を行った。雛とショックの

組合せによる回避事態でsuperior-verticaltract

を切断された蛸では両眼間転移が生ぜず，しかし

乍らこの領域が切断されなかった蛸では賑移は明

らかに認められている。大きな交連線維が切断さ

れずに生きている時でもverticallobeにおける

この伝導路の切断はI伝移を阻止したため，この伝

導路の機能の虫要性は更に確実なものとして認め

られて来た。verticallobeそれ自体の除去も叉

転移に大きな影響をあたえることが見出され，そ

の効果は除去された視葉の量に比例するものとい

われている。

Muntz，Ｗ６Ｒ．Ａ・の第三実験は同じくり(ｉｌｉに

よるものであり，縦横におかれた白い長方形の弁

別学料の両Ⅲ柵11賑移テストから成っている。手術

をうけない動物では完全転移が，又前実験で蛸の

両眼間転移に重要性を荷っているとみなされた

superiorfrontal､verticaltractが訓練前に切断

された群からは積極的な転移を認めることが出来

なかった。同じ伝導路を訓練後に切断した群では

１
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転移成績は良好で，訓練後の訓練側の視葉の除去

群や訓練後の未訓練側の視葉除去群では二群間の

成績に明らかな差が認められない。彼は以上の結

果から，この様な事態では記憶は両側に形成され

るものであることを結論としてのべている

以上は動物における|ＩＩｉｊ眼間転移の従来の研究の

概観であった。数多くの動物砿が採用され，さま

ざまな事態で結果が報告なされたが，そこに共通

に認められる研究上の問題は第一に視覚機構の構

築的差異にもとづく問題であり，第二には実験事

態にもとづくところの問題であった。両眼間転移

を規定する研究上の二つの問題の重要性は上述の

すべての研究から明らかにされている。

この第一の問題はまず動物種における視覚機構

の解剖学的差異，即ち系統発生論的観点から左右

両半球の機能の等価を生ぜしめる条件を分析し規

定せしめようとの出発点に立っている。高等動物

下等動物における脳の機能の一般的な発達水準や

脳梁の有無，交叉神経線維のみによる目の構造等

の頂目が取上げられ，これが心理学的方法で叉は

外科的操作を含めた方法こ-ｋり現実の行動との

結びつきが調べられている。又その動物種に特有

な視覚機構の前提のもとに両眼間転移の個体発生

の機序についての研究が現れて，正常な照明条件

下で生育した場合には両眼間転移の発達が見られ

ることを証明した。形態知覚の経験の阻止が形態

知覚の両眼間転移を発進せしめないとするなら

ば，そこに個体発生論的未統制因子の存在を認め

ることが可能である。この第一の課題の研究に

Lashleyの等電位（equipotentiality）や量作用

(massaction）の仮説を背景とする場の理論及び

Ｈｅｂｂの細胞集成体や位相連鎖の理論の検討とい

う方法がとられたことは興味深いことである。両

眼間転移の問題はいまや視覚機榊の一次的末梢的

受容器官の問題ではなくて中枢の問題としての関

心を我々にあたえているのである。

研究上の第二の問題は実験事態と両眼間転移と

の関係である。報酬訓練事態，回避訓練事態によ

る条件反応の形成や自律性反射などが異なる手続

のもとに観察され，或場合には転移の認められぬ

ことが報ぜられている。叉この種の研究の手続上

の要件は少数例を除きまず目かくしの着用という

ことである。（blinder,hood，goggle，eyecup，

Nylonhemdchen等々 ）１１かくしへの順応，目か

くしのあたえる生叫的負荷，又不自然な学習事態

から生ずる動物の実験神経症，飼養条件と眼科的

疾患の問題など，かなりな統制下に実験が進めら

れたことを認めるとしても更に一層の研究の余地

のあることが求められた条件反応の転移に常に附

帯した問題であることが考慮されねばならない。
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